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北海道大学演習林研究報告第 60巻第1号 1-18(2003) 

北海道日高地方の河川魚類相

岸 大弼 1 高山 肇 2

加藤秀夫3 福島路生3

Riverine fish fauna in the Hidaka region， Hokkaido 
by 

Daisuke K!SHI¥ Hajime TAKAYAMA 2， Hideo KATO 3 

and Michio FUKUSHlMA 3 

要旨

1 

北海道日高地方および胆振支庁東縁部の計16水系67地点において魚類相調査を行った。このうち62地点か

ら7目9科23種および分類群の魚類が採捕され，既往の文献の情報を合わせ 8目12科39種が確認された。この

うち 2種が国外から 1種が圏内他地域からの移植種であり，自然、分布によるものか不明なものが 4種であっ

た。これらを除く 32種のうち，純淡水魚 2種，陸封性淡水魚 7種，周縁性淡水魚 3種，通し回遊魚19種であり，

残り 1種については生活型が不明であったが，北海道の他地域同様に純淡水魚の種数が少なく，通し回遊魚の

割合が大きいという傾向が明らかとなった。また，日高地方には北方水域に由来する魚種数が多いものの，南

方系魚種の分布北限の一部にもなっており，魚類相の移行区としての側面もうかがわれた。本報告では，河川

工作物が通し回遊魚の流程分布に及ぼす影響についても若干の考察を行った。

キーワード:北海道日高地方，河川，魚類相，通し回遊魚，河川工作物
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はじめに

北海道日高地方は，その大部分が日高山脈とそれ

に連なる山地および丘陵地からなる。これらを水源と

する河川の下流域には河岸段丘が，太平洋沿岸域には

海岸段丘がそれぞれ発達して，概して平地に乏しいこ

とが，北海道内の他地方との相違点として挙げられる。

また，石狩低地帯，根釧地方あるいは宗谷地方などの

平野部でみられる大規模な・湿原，河跡湖あるいは海跡

湖といった水域は形成されていない。

北海道の淡水魚類相について後藤(1994)は，石

狩低地帯あるいは渡島半島基部の黒松内低地帯を南北

それぞれの水域に由来する純淡水魚の分布境界域とし

て位置づけている。また，通し回遊性淡水魚について

も，同地帯以南の渡島半島には本州方面との共通種が

分布している(後藤， 1994)。日高地方は，石狩低地

帯に隣接し，かっ渡島半島とほぼ同緯度帯に位置して

いるため，南北両水域に由来する淡水魚類の分布境界

の一端であると考えられる。本地方の河川魚類相につ

いては，これまでにいくつかの報告がある(中村・竹

内， 1973;林ほか， 1979;河村， 1982)。しかし，中

030 k m  

村・竹内(1973)および河村 (1982)による調査は，

いずれも南端の襟裳岬周辺の諸河川を対象としたもの

であり，林ほか(1979)による調査は，沙流川水系の

みを対象としたものであった。本調査は，日高地方の

河川魚類相の全容とその特徴の把握を目的として実施

した。また，近年，北海道においても河川工作物が魚

類分布に及ぼす影響が指摘されている(下回ほか， 19 

93 ;中野ほか， 1995)。本調査で得られた結巣からも，

河川工作物による移動阻害が回遊魚の流程分布や生活

史に影響している可能性を示唆し考察した。

調査場所と調査方法

魚類相調査は，鵡川から日高幌別JlIまでの主要な

16水系において行った (Fig.1)。このうち鵡川水系

は，行政区分では胆振支庁に属するが，日高地方に連

続する地域の河川であることから調査対象に含めた。

なお，林ほか (1979)および河村(1982)によって魚

類相が報告されている沙流川および襟裳岬周辺の河川

は，調査対象から除外した。調査は，河川規模に応じ

て上流部から下流部まで複数の調査地点を設定し，計

: A. MuRiver 

B. Hidakamonbetsu Creek 

C. Hae Creek 

D. Kenomai Creek 

E. Atsubetsu River 

F. Nikappu River 

G. Shizunai River 

H. Rokumappu Creek 

1. Monbetsu Creek 

J. Bushi Creek 

K. Mitsuishi River 

L. Kerimai River 

M. Motoura River 

N. Efue Creek 

O. Mukobetsu Creek 

Fig 1. Map showing the stations (circles) for fish sampling in Hidaka， Hokkaido 
図1.北海道日高地方における魚類採捕地点(0印)
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Table 1. Locations of the sampling stations in Hidaka， Hokkaido 
表1.北海道日高地方の調査地点とその概要

Drainage Air Water Altitude 
y水st系em Stat10n No v River or creek 河 JII tem室p温.CC)tem水p温.(OC) 標(m高) s 調査地点、

Al Soshubetsu Creek 双珠別川最上流 no data 9.1 665 
A2 Juroku Creek 十六の沢川 no data 10.6 587 

Mu A3 Soshubetsu Creek 双珠別川双珠別ダム上流 16.2 11.0 560 
鵡川 A4 Soshubetsu Creek 双珠別川双珠別ダム下流 18.1 13.9 442 

A5 Mu River 鵡川中流 18.8 15.2 165 
A6 Mu River 鵡川下流 20.9 19.0 6 

Hidaka- Bl Hatonai Creek ハトナイ川 16.3 15.4 128 
monbetsu B2 Hidakamonbestu Creek 日高門別川中流 22.9 15.5 40 
日直門別川 B3 Hidakamonbetsu Creek 日高門別川下流 21.7 18.0 3 

Cl Hae Creek 波恵川上流 16.8 13.7 113 
Hae C2 Hae Creek 波恵、川中流 16.6 14.9 73 
波恵川 C3 Hae Creek 波恵川下流 18.0 18.0 7 

C4 Hae Creek 波恵、川最下流 16.9 15.0 3 

Kenomai D1 Kenomai Creek 慶能舞川上流 17.0 15.5 82 

慶能舞川
D2 Kenomai Creek 慶能舞川中流 17.9 18.5 42 
D3 Kenomai Creek 慶能舞川下流 16.0 16.7 0.9 
El Ribira Creek リビラJlI 20.9 15.0 282 

Atsubetsu E2 Ribira Creek リビラJlI 26.2 16.2 139 
厚別川 E3 Atsubetsu River 厚別川中流 16.5 16.3 11 

E4 Atsubetsu River 最別川下流 17.0 16.8 0.2 
Fl Poroshiri Creek 尻沢 20.5 12.7 782 

Nikappu F2 Kaminari Creek 雷沢 18.0 13.3 661 
F3 N ame unknown 新冠ダム湖流入河川 16.2 10.6 396 新冠川 F4 Nikappu River 新冠川中流 22.9 15.3 66 
F5 Nikappu River 新冠川下流 16.2 15.4 0.6 
G1 ldon-nappu Creek イドンナップ川 27.2 13.8 348 
G2 Name unknown イドンナップ川支流 20.8 14.5 351 

Shizunai G3 Shunbetsu Creek シュンベツJiI 26.9 14.9 239 
静内川 G4 Abukasanbe Creek アブカサンベ川 23.3 15.8 198 

G5 Shizunai River 静内川中流 19.1 15.3 37 
G6 Shizunai River 静内川下流 19.5 16.8 0.4 

RoK11mappll H1 
ロクマップ Rokumappu Creek ロクマップ川 18.9 14.3 38 

恥10nbetsu Il Monbetsu Creek 刑別川上流 18.9 14.6 139 

桐別川
12 Monbetsu Creek 刑別川中流 22.1 20.9 102 
13 Monbetsu Creek 噌 11下流 18.8 19.3 2 

Bushi Jl Bushi Creek 布川上流 21.1 14.0 98 

布辻川 J2 Bushi Creek 布辻川中流 21.2 16.8 17 
J3 Bushi Creek 布辻川下流 23.3 18.9 1.0 
Kl Mitsuishi Creek 一石川最上流 25.0 15.8 222 
K2 Mitsuishi Creek 三石川上流 20.0 16.7 185 

Mitsuishi K3 Pirashuke Creek ピラシュケJlI 23.6 16.5 161 
三石川 K4 Futamata Creek 二股川 22.6 19.0 55 

K5 Mitsuishi River 三石川中流 18.9 17.8 41 
K6 Mitsuishi River コ石川下流 19.9 20.8 1.0 
Ll Kerimai Creek :鳥舞川上流 23.7 18.7 183 

Kerimai L2 Kubetsu Creek クーベツ川 20.8 16.4 183 
亮舞川 L3 Kerimai River :亮舞川中流 21.4 17.2 35 

L4 Kerimai River :見舞川下流 19.0 18.5 0.2 
Ml Shuomanai Creek シュオマナイ川 24.4 15.4 367 
M2 Soematsu Creek ソエマツ川 22.1 18.6 293 
乱13 Shuomanai Creek シュオマナイJlI 23.2 16.6 157 

Motoura 恥14 Soematsu Creek ソエマツJiI 23.2 16.9 157 
元浦川 恥15 Shorokanbetsu Creek ショロカンベツ川 19.8 14.0 229 

M6 Name unknown ショロカンベツJlI支流 21.7 14.5 236 
恥f7 Motoura River 元浦川中流 20.2 15.9 25 
M8 Motoura River 元浦川下流 19.6 20.4 0.1 

Efue Nl Efue Creek 絵絵笛川上流 19.8 13.8 70 
N2 Efue Creek 笛川中流 20.7 16.1 16 

絵笛川 N3 Efue Creek 盆箪川王誼 23.6 16.8 1 
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Table 1. Extended 
表1.続き

Drai~age Station No. Air Water Altitude 

m水写用m 調査地点
River or creek 河 111 temp.(C) tem水p温.(OC) (m苗τ吉) 

気温 標目

Mukobetsu 01 Mukobetsu Creek 向別川上流 18.6 14.5 76 

向別川
02 Mukobetsu Creek 向別川中流 19.7 19.1 30 
03 Mukobetsu Creek 向別川下流 20.8 19.0 0.9 
P1 Sogabetsu Creek ソガベツ川 23.3 17.0 265 

Hidaka- P2 Hidakahorobetsu Creek 日高幌別川上流 24.0 14.8 345 
horobetsu P3 Hidakahorobetsu Creek 日高幌別川上流 19.0 15.1 268 
日高幌別川 P4 Hidakahorobetsu River 日高幌別川中流 21.3 19.8 25 

P5 Hidakahorobetsu River 目直属a!l.!L正面 19.8 20.0 0.3 

67地点において2001年 8月5-18日に実施した (Table

1， Fig. 1)。調査対象となった16水系のうち，鵡川

(Al-6) .新冠川 (Fl-5).静内川(Gl-6). 元浦川

(Ml-8)および日高幌別川 (Pl-5)は， 日高山脈を水

源とする流路長約45-135回の河川である。一方，日高

門別川 (Bl-6).波恵川 (Cl-4). 慶能舞川(D1-3).

厚別111(El-4). ロクマップ111(H1). ~門別川 (11-3).

布辻川 (Jl-3).三石川 (Kl-6). 鳥舞川(L1-4). 絵

笛川 (Nl-3)および向思Ijlll(01-3)は，山脈前縁の

山地あるいは丘陵地に発する流路長約 6-35kmの河川

である。

魚類採捕は，上記の16水系67調査地点において行

い，投網(目合15皿，節目1200).三角網(目合 3mm). 

たも網(目合 3mm)およびエレクトリックショッカー

(Model 12， SMITH-RoOT社製)を使用した。採捕し

た魚類は，麻酔をかけて種あるいは分類群ごとに個体

計数および体サイズ測定を行った。その後，麻酔から

回復した魚は採捕地点に放流した。ただし一部の個体

は. 70%エタノールあるいは10%ホルマリン水溶液で

固定して研究室へ持ち帰った後に同定を行った。なお，

本調査では，種同定，標準和名および学名の表記は，

中坊 (2000)に従い，生活型の分類については後藤

(1994)に従って純淡水魚，通し回遊魚および周縁性

淡水魚の各生活型に分類した。

なお，北海道にはウグイ (Tribolodonha加nensis).

エゾウグイ (T.ezoe)およびマルタウグイ (T.brandt;) 

の近縁 3種が分布するが，本調査では，分類が困難な

若齢魚を中心に多数採捕されたため. Iウグイ類」と

いう 1分類群として記録した (KURAW AKA， 1977 ; 

酒井. 2001)。フナ類については，北海道内からこれ

までにギンブナ (Carassiussp.)およびキンブナ(c.

buergeri subsp.l) (林ほか. 1979;前回一歩園財団，

1991).ナガプナ(仁 b.subsp.2) (小林ほか， 1973) 

が報告されているが，本調査で採捕された個体がいず

れも小型であり分類が困難であったので. Iフナ類」

という 1分類群として記録した。慶能舞川下流の調査

地点 (D3)で採捕されたウキゴリ類のうち幼魚につ

いては，分類が困難であったので「ウキゴリ類幼魚」

として記録した。ヤツメウナギ科は，分類が困難な小

型個体のみ「ヤツメウナギ類Jとして記録した。また，

スナヤツメ (Lethenteronreissner;)北方型および南方

型の形態は酷似するが，南方型は北海道に分布しない

ことから，本調査で採捕されたスナヤツメはすべて北

方型であるとみなした (YAMAZAKIet al. 1999)。イ

トヨ (Gasteroeusaculeatus)は，高度に遺伝的分化し

た日本海型および太平洋型とに分類されるが、本調査

で採捕された個体がいずれも小型であり分類が困難で

あったので，単にイトヨとして記録した (HIGUCHI& 

GOTO， 1996)。

本調査ではエビ・カニ類の採捕数および体サイズ

も併せて記録した(三宅. 1982・1983)。

結果

採捕された魚類およびエビ・カニ類

本調査により 7目9科23種および分類群 (1ヤツ

メウナギ類」および「ウキゴリ類幼魚」を除く)の魚

類が確認され， 62地点から計4，324個体が採捕された

(Table 2)。エビ・カニ類は 2科 2種が確認され. 21 

地点から計1，074個体が採捕された。鵡川水系双珠別

川 (A3). 厚}JIJlII水系リビラ川 (E1).新冠川水系雷

沢 (F2). 静内川水系シュンベツ川 (G3). 元浦川水

系シュオマナイ川とソエマツ川合流点付近 (M3，4) 

の各調査地点では，魚類および、エビ・カニ類がまった

く採捕されなかった。なお，厚別川水系リビラ川

(E1)では，ハナカジカ (Cottusnoz，倒閣) 1個体を

目視したが，魚類密度がきわめて低いと考えられた。

また，静内川水系シュンベツ川支流イドンナップ川

(Gl)および三石川水系ピラシュケI11(K3) におけ
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Table 2. Number of fish and decapod captured at the sampling stations in Hidaka. Hokkaido 
表 2.北海道日高地方で採集された魚類および、エビ・カニ類

Species 

code 

nF“
唱

E
i
唱

E
A

22 

33 
5 

4 

8 

Atsubetsu 

E1 E2 E3 E4 

12 

22 

18 
9 

31 

l 

3 

133 

kenomal 

C4 D1 D2 D③ 

3 

7 

1 

5 

-
n
J
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F
h
U
F
h
U
4
E
4
n
t
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n
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n
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1 

54 

49 128 

1 

2 

55 2 

6 
65 

問

咽

i
噌

i
n
L

唱

E
i

69 
2 

2 16 
46 310 

Hae 

C2 C3 

17 

9 

3 

Hidakamonbetsu 

A6 B1 B2 B3 C1 

47 

2 
2 

-
F
h
u
n
d
-
n
，. 

4EA 

2 

1 

4 

l 

75 

4 
12 

5 

6 

21 

6 178 
-

唱

i
n
d
n
d

唱
Eム

9 
6 

1 

45 

A5 

Mu 

A3 A4 

65 

A2 

7 1 

Sampling station 

Species or taxon 種・分類群 Life type'! A1 

1 Lethenteron j，中 onicum カワヤツメ D 
2 L. reissneri (northern form)スナヤツメ(北方型) p 
3 L. sp. ヤツメウナギ類 un 
4 Anguillaj伊 onica ウナギ D 
5πvpomωus nipponen山 ワカサギ D 
6 Salvelinus malma mal，初閣 オショロコマ P 
7 S. leucomaenis leucomaenis アメマス D 
8 Salmo trutta ブラウントラウト P 
9 Oncoゆynchusmykiss ニジマス P 
10 0. mωoum団四 サクラマス D 
11 Triboloa仰 sp. ウグイ類 un 
12 Carassius sp. フナ類 P 
13 Misgurnus anguillicaudatus ドジョウ P 
14 Noemacheilus barbatulus toni フクドジョウ P 
15 Gasterosteus aculeatus イトヨ un 
16 Pungitius pungitius イノfラトミヨ P 
17 Rhin旧'gobiussp. OR トウヨシノボリ D 
18 Tr以切tigerbrevi，司pinis ヌマチチブ D 
19 Gymn咽 obiusurotaenia ウキゴリ D 
20 G. sp. 1 シマウキゴリ D 
21 G. sp. 2 スミウキゴリ D 
22 juvenile of G. sp. ウキゴリ類幼魚 D 
23 Acanthogobius lact伊 s アシシロハゼ M 
24 Cot仰snoz，ω叩 e ハナカジカ P 
25 C. amblysto明暗戸is エゾハナカジカ D 2 1 2 2 

8 194 5 52 13 P 
D 

スジエビ
モクズガニ

26 Palaemon paucidens 
27 Eriocheir japonica 

8 
78 

5 
93 

o 2 
o 136 

10 
98 

944  
91 107 184 

3 4 
65 397 

2 
12 

9 
85 

5 
96 

3 
32 

3 7 
52 211 

1 
65 

O 
O 

唱
E
A

円，a

1 
1 

Number of fish taxon'2 魚類分類群数
Total number of fish 魚類採捕数

1 1 
8 194 

。。。。O 
O 

。。。。。。。。O 
O 

。。5 
1 

52 

。。1 
13 

O 
O 

。。。。O 
O 

0 
0 

Number of decapod species エビ・カニ類種数

Total number of decapod エビ・カニ類採捕数

tII 

* 1 D. diadromous通し回遊性 M.marginal周縁性淡水性 P.primary freshwater or resident純淡水性および‘陸封性 un.unkown不明.
* 2 Excluded species code 3 and 22. 種コード3および22を除く
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表 2，続き

Sampling station Nikappu Shizunai Rokumappu Monbetsu Bushi Mitsuishi 

Species code F1 F2 F3 F4 F5 G1 G2 G3 G4 G5 G6 H1 I1 12 13 J1 J2 J3 K1 K2 K3 K4 K5 K6 

3 14 
2 
3 6 28 2 
4 2 
5 8 
6 8 
7 66 12 1 2 1 20 
8 
9 1 4 
10 4 38 1 3 6 
11 3 7 3 14 87 42 43 10 9 
12 1 2 
13 10 
14 18 11 7 7 35 8 9 7 12 15 16 19 
15 8 
16 1 1 
17 1 
18 2 18 9 5 2 
19 35 10 6 33 14 

当8σC時D 帳3 20 28 17 42 
21 15 42 2 1 
22 減
23 3 4トー

24 14 13 1 19 
25 4 7 

26 42 41 94 8 14 
27 

Number of fish taxon" 2 。5 4 8 。1 2 11 1 3 5 4 2 6 5 1 l 3 4 6 
Total number of fish 74 O 21 75 83 l 14 O 11 8 153 13 42 48 100 28 53 84 12 15 2 27 46 75 

Number of decapod species 。O 。O O O 。O O 1 。 。l 1 。 l 。O O 。O l 
Total number of decapod O O O O 1 O O O 。O 42 O O 41 94 O 8 14 O O O O 。1 



Table 2. Extended 
表2.続き

Sampling station Kerimai Motoura Efue Mukobetsu Hidakahoro betsu 
言十

Species code L1 L2 L3 L4 M1 M2 M3 M4 M5 M6 M7 M8 N1 N2 N3 01 02 03 P1 P2 P3 P4 P5 

31 

2 3 

3 2 1 11 31 l 4 100 

4 1 5 

5 8 

6 8 

7 2 6 4 10 l 136 

8 8 8 

9 9 15 

10 3 13 1 3 102 12 8 198 

11 9 24 26 44 81 48 11 32 1053 
ムおHrムで証f 

12 6 

13 l 43 国

14 94 198 12 2 54 l 10 172 53 26 11 5 1737 
E法む同十

15 10 

16 5 9 δ 

17 
三{

18 4 1 19 8 138 
員量首骨軍19 8 8 1 10 5 13 18 5 249 

20 8 h 43 16 I 33 1 43 21 297 

21 66 
事IE

22 7 10-
14 

¥J  

23 3 
24 l 29 3 22 1 8 3 32 161 

25 1 2 21 

26 45 228 1 25 193 42 58 3 5 1073 
27 1 l 

Number of fish taxon.2 3 3 4 5 l 。O 2 2 4 4 3 7 6 4 5 6 3 1 4 5 23 
Total number of fish 97 208 34 47 29 。。9 26 84 84 12 56 76 184 175 100 114 32 12 77 72 4324 

Number of decapod species 。。。 。O 。O 。。。 1 1 。 2 。。。1 1 2 
Tota! number of decapod O O 。45 O 。。。。。o 228 I 25 193 。42 59 。。O 3 5 1074 

、調
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る魚類の採捕個体はごく少数であり，エビ・カニ類は

採捕されなかった。体サイズについては，サケ科魚類

は尾文長を，それ以外の魚類およびスジエビ (Palaemon

paucidens)は全長を，モクズガニ (Eriocheirjaponica) 

は甲幅をそれぞれ 1mm単位で測定した (Appendix)。

ヤツメウナギ目 Petomyzontiformes 

ヤツメウナギ科 Petomyzontidae 

北海道には，カワヤツメ (Lethenteronjaponicum)， 

シベリアヤツメ (L.kessleri)およびスナヤツメ(北

方型)(L. reissneri (northern form))の近縁 3種が

分布する (YAMAZAKI& GOTO， 1998 ;山崎・後藤，

2000)。本調査では，筋節数および尾部の色素パター

ンにより分類を行った。なお，採捕された本科の個体

は，すべてアンモシーテス幼生であった。

・カワヤツメ L.japoni叩 m

日高門別川中流部および下流部 (B2，3)，波恵川

最下流部 (C4)，慶能舞川上流部，中流部および下流

部(D1-3)，厚別川下流部 (E4)，新冠川中流部 (F4)

および下流部F5の各調査地点から計31個体が採捕さ

れた。

・スナヤツメ(北方型)

L. reissneri (northern form) 

鵡川中流部 (A5)，慶能舞川下流部 (D3) およ

び厚別川下流部 (E4)の各調査地点から計 3個体が

採捕された。

ウナギ目 Anguillif ormes 

ウナギ干ヰ Angu日lidae

・ウナギ Anguilla japonica 

日高門別川下流部 (B3)，慶能舞川下流部 (D3)，

刑別川下流部(13)および絵笛川下流部 (N3) の各

調査地点から計5個体が採捕された。

サケ目 Salmoniformes 

キュウリウオ科 Osmeridae 

・ワカサギ砂pomesusn伊oponensis

新冠川下流部の調査地点 (F3) においてのみ 8

個体が採捕された。日高地方では， このほか沙流川

(林ほか， 1979)，豊似湖および幌満川水系幌満ダム湖

(河村， 1982)から採捕されているが，後 2者はいず

れも移植されたものである。

サケ科 Salmonidae 

・オショロコマ Salvelinus malma malma 

新冠川最上流部の幌尻沢の調査地点 (Fl)にお

いてのみ 8個体が採捕され，アメマスと混棲していた。

日高地方では， このほか沙流川水系に分布している

(F AUSCH et al. 1994)。なお，襟裳岬周辺の仁雁別川

および歌別JIIにおいては，降海型個体の偶発的な遡上

が記録されている(河村， 1982)0 

・アメマス S. leucomaenis leucomaenis 

10水系17地点から計136個体が採捕された。新冠

川下流部 (F5)においては，背部が青緑色を呈した

降海型個体 1個体が採捕された。

・ブFラウントラウト Salmo trutta 

:鳥舞川中流部の調査地点 (L3) においてのみ 8

個体が採捕された。本種は，これまでに日高地方にお

いて新冠川水系の新冠ダム湖と下新冠ダム湖，静内川

水系の静内川と高見ダム湖，元浦川および:鳥舞川にお

いて記録されているが，本調査により確認されたのは，

上記調査地点のみであった(鷹見・青山， 1999)。

・ニジマス Oncorhynchus mykiss 

新冠ダム湖流入河川 (F3)，静内川水系シュンベ

ツ川支流イドンナップlil(G1)，刑別川上流部(I1)

および亮舞川水系クーベツ川 (L2)の各調査地点か

ら計15個体が採捕された。なお，クーベツJIIにおいて

採捕された 9個体のうち 8個体は，無斑個体であった

(愛知県水産試験場， 1971)。

-サクラマス o. masou masou 

11水系14地点から計198個体が採捕された。この

うち慶能舞川下流部 (D3)，静内川下流部 (G3) お

よび日高幌別川下流部 (P4)の各調査地点において

は，降河中と思われる個体が採捕されたが，他は河川

型個体であった。

コイ目 Cypriniformes 

コイ科 Cyprinidae 

・ウグイ類 Tribolodon sp. 

ロクマップ川および元浦川を除く 14水系30地点か

ら計1，053個体が採捕された。

・フナ類 Carassius sp. 

波恵川下流部 (C3)，新冠川下流部 (F5)および

布辻川中流部 (J2)の各調査地点から計 4個体が採

捕された。

ドジョウ科 Cobitididae 

・ドジョウ Misgurnus anguillicaudatus 

鵡川下流部 (A6)，日高門別川中流部および下流

部 (B2，3)，波恵川中流部，下流部および最下流部

(C2-4)，新冠川川中流部 (F4)，元浦川中流部 (M7)

および絵笛川中流部 (N2) の各調査地点から計43個

体が採捕された。

・フクドジョウ Noemachei/us barbatulus toni 



北海道日高地方の河川魚類相(岸ら) 9 

本調査で最も多く，ロクマップ川を除く 15水系40

地点から計1，737個体が採捕された。中・下流部を中

心に河口付近まで広範囲で採捕され，最高所で標高44

2m地点(鵡川水系双珠別J11の双珠別ダム下流 (A4))

において確認された。同調査地点 (A4)，静内川水系

シュンベツ川支流アブカサンベJ11(G4) ，三石川最上

流 (K1，2)から採捕されたのは本種のみであり，厚

別川水系リビラ川 (E2)，鳥舞川上流 (L1)，向別川

上流 (01)の各調査地点においては，極めて高い割

合で優占していた。

トゲウオ目 Gasteroeif ormes 

トゲウオ科 Gasteroeidae 

・イトヨ Gasteroeus a，四 lea似 S

鵡川下流部 (A6)および静内川下流部 (G6)の

各調査地点から計10個体が採捕された。日本海型では

遡河回遊型，太平洋型では遡河回遊および汚川・湖

沼残留型の出現が知られているが，本調査で採捕され

た倒体の生活型は不明であった (HIGUCHIet al.， 

1996)。

・イノイラトミヨ Pungitius pungitius 

波恵川最下流部 (C4)，静内川下流部 (G6)，一

石川中流部 (K5)，元浦川中流部および下流部 (M7，

8)の各調査地点から計 9個体が採捕された。

スズキ目 Perciformes 

ハゼ科 Gobiidae 

・トウヨシノボリ Rhinogobius sp. OR 

布辻川中流部の調査地点 (J2)から 1個体のみ

が採捕された。このほか，日高地方からは沙流川下流

部において確認されている(水野ほか， 1982)0 

・ヌマチチブ Tridentiger brevispinis 

ロクマップ川，元浦川および日高幌別川を除く 13

水系14地点から計138個体が採捕された。なお，林ほ

か(1979)および河村(1982)によって沙流川，日高

幌別川およびその東隣のウンベ川においてチチブ (T.

obscurus)が記録されているが，本種を指すものと思

われる。

・ウキゴリ Gymnogobius urotaenia 

ロクマップ川を除く 15水系20地点において計249

個体が採捕された。

本種とシマウキゴリ G.sp. 1およびスミウキゴリ

G. sp. 2の近縁3種は，第 1背鰭後縁の黒色斑の有無

および尾柄部の黒色斑の形状により分類した(中坊，

2000)。

・シマウキゴリ G. sp. 1 

鵡川，新冠川およびロクマップ川を除く 13水系16

地点において計297個体が採捕された。

・スミウキゴリ G. sp. 2 

ロクマップ川，元浦川および日高幌別川を除く 13

水系14地点において計66個体が採捕された。

・アシシロハゼ Acanthogobius lactipes 

厚別川下流部 (E4)，静内川下流部 (G6)および

向別川下流部 (03)の各調査地点において，計14個

体が採捕された。

カサゴ目 Scorpaeniformes 

カジカ科 Cottidae 

本調査では，以下の 2種が採捕され，胸鰭軟条数

により両者を分類した (GOTO1980)。

・ハナカジカ Cottus noz，ωvae 

慶能舞川，新冠川および三石川を除く 13水系19地

点において計161個体が採捕された。

・エゾハナカジカ 仁 amblyomopsis

鵡川下流部 (A6)，臼高門別川下流部 (B3)，波

恵川最下流部 (C4)，厚別川下流部 (E4)，静内川下

流部 (G6)，三石川下流部 (K7)，絵笛川下流部 (N3)，

日高幌別川下流部 (P5)の各調査地点において，計21

個体が採捕された。

エビ・カニ類 Decapoda 

テナガエビ干81- Palaemonidae 

・スジエビ Palaemon paucidens 

波恵J11，慶能舞川およびロクマップ川を除く 13水

系21地点において計1，073個体が採捕された。

イワガニ科 Grapsidae 

・モクズガニ Eriocheir japonica 

向別川下流部の調査地点 (03)において 1個体

のみ採捕された。

日高地方の河川魚類相

本調査により新たに日高地方から確認された魚種

はなかった。また，これまでに本地方からキュウリウ

オ (Osmeruseperlanus mordax)， シシャモ(やirinchus

lanceolatus) ， シラウオ (Salangichthysmicrodon)，サ

ケ (Oncorhynchusketa) ，カラフトマス (0.gorbuscha)， 

ヤチウグイ (Phoxinuspercnurus sachalinensis)，モツ

ゴ (Ps，側 dorasboraparva) ，メナダ (Chelonhaemato-

cheilus) ， ジュズカケハゼ (Gymnogobiuslaevis)， ミ

ミズハゼ (Luciogobiusguttatus) およびヌマガレイ

(Platichthy stellatus)が確認されているが，本調査で

は採捕されなかった(林ほか， 1979;河村， 1982;前
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回一歩園財団.1991;建設省河川局河川環境課.1997)。

このうち前半の 5種は，本調査の調査期聞が産卵遡上

期から外れていたため，確認されなかったものと考え

られる。後半の 6種については，採捕場所・時期ある

いは方法が異なるため，採捕されなかったものと考え

られる。また，本調査では分類を行わなかったが，こ

れまでに日高地方からは，シベリアヤツメ，ウグイ，

エゾウグイ，マルタウグイ，キンブナ，ギンブナ(林

ほか. 1979;前回一歩園財団. 1991)およびナガブナ

(小林ほか. 1973) も記録されている。本調査と以上

の文献からの情報とを合わせれば，本地方からは. 8 

目12科39穫の魚類が確認されたことになる。このうち

国外から導入あるいは圏内から移植されたと考えられ

る魚類は，ブラウントラウト，ニジマスおよびモツゴ

の3種である(前田一歩園財団. 1991;鷹見・青山，

1999)。フナ類およびドジョウについては，自然分布

か移植に由来するものか明らかではない(前川・後藤，

1982 ;前田一歩園財団. 1991;後藤. 1994)。これら

を除いた在来種と考えられる魚類8目12科32種のうち，

陸封性淡水魚は，シベリアヤツメ，スナヤツメ，オショ

ロコマ，エゾウグイ，イバラトミヨ，ジュズカケハゼ

およびハナカジカの 7穫であり，純淡水魚はフクドジョ

ウおよびヤチウグイの 2種のみであった。周縁性淡水

魚は，シラウオ，メナダおよびヌマガレイの 3種であ

り，生活型が不明であったイトヨを除いて，残りの少

なくとも19種は通し回遊魚であった。

考察

出現魚種とその分布

後藤 (1994)は，北海道の淡水魚相について，北

方水域起源の純淡水魚であるヤチウグイ，フクドジョ

ウおよびエゾホトケドジョウ (Lefoanikkonis)の3種

が，石狩低地帯(ただし，フクドジョウについては渡

島半島基部の黒松内低地帯)を分布南西限とすること

に着目し，これら純淡水魚の分布域の南下および西進

が， ミンデル・リス間氷期の海進時に海峡であった石

狩低地帯付近で停止したと考察している。日高地方で

は，ヤチウグイは，沙流川下流部からのみごく少数の

個体が採捕されている(建設省河川局河川環境課，

1997)。しかし，日高地方中・南部からは，本調査を

含めてこれまでにヤチウグイは記録されておらず，地

理的に石狩低地帯に近い地域である日高地方西縁部に

のみ分布するものと考えられる。平地に乏しい本地方

においては，ヤチウグイの生息場所である池沼や細流

を有する湿地帯が発達しておらず，本地方の中・南部

に分布を拡大しえなかったものと思われる。したがっ

て，北方水域起源の純淡水魚の中でも，河川流程に比

較的広く生息するフクドジョウのみが定着しえたので

あろう。エゾホトケドジョウも湿地帯の細流に生息し，

ヤチウグイに類似した分布パターンを示す(前田一歩

園財団. 1991;桑原・山崎. 1996)。本種についても，

ヤチウグイ同様に日高地方に分布を拡大しえなかった

種と考えられる。

一方，南方水域起源の純淡水魚であるフナおよび

ドジョウが， リス氷期まで陸橋であった津軽海峡を北

上して渡島半島方面に分布を拡大したと考えられてい

るが，日高地方で確認されているフナ類およびドジョ

ウが自然分布かどうかは明らかでない(前田一歩園財

団. 1991;後藤. 1994)。
日高地方に分布する通し回遊魚は，在来種と考え

られる32種のうちの少なくとも19種を占め，純淡水魚

はフクドジョウおよびヤチウグイの 2種であった。通

し回遊魚の種数の占める割合が大きく，相対的に純淡

水魚が少ない点については，北海道の他地域の河川魚

類相と同様の傾向である(後藤ほか. 1978;小宮山，

1982 ;高山ほか. 1992・1995;桑原・山崎. 1996;針

生. 1997)。日高地方に分布する通し回遊魚のうち，

キュウリウオおよびシシャモは，渡島半島基部の噴火

湾を西限とする太平洋沿岸域にのみ分布する種である

(林ほか. 1979;河村. 1982;前回一歩園財団. 1991)。

これらは，寒流(千島海流)を利用して北海道の太平

洋沿岸域に到来した北方水域由来の種と考えられてい

る(後藤. 1994)。これに対し，北海道西部の日本海

側および渡島半島の津軽海峡沿岸の河川では，暖流

(対馬海流およびその分流)を利用して分布域を北上

させたであろうアユ (Plecoglossω altivelisaltivelis). 

ルリヨシノボリ (Rhinogobius sp. CO). シロウオ

(Leucopsarion petersii) といった通し回遊魚が確認さ

れている(後藤ほか. 1978;前回一歩園財団. 1991; 

高山ほか. 1992・1995)。これらのことから，沿岸付

近の海流の進路あるいは水温が河川における通し回遊

魚の分布に影響すると考えられ，日高地方については，

千島海流に関連する通し回遊魚の分布が特徴といえる。

ただし，ウナギおよびスミウキゴリが石狩低地帯およ

び日高地方を北限とすることからは，本地方の魚類相

の移行区的な側面もうかがわれる。
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河川工作物による回遊阻害について

近年，河川工作物が魚類の移動に及ぼす影響が懸

念されている(前川・高橋， 1997)。日高地方の河川

においてもダムや取水工，砂防・治山堰堤といった河

川工作物が多数設置されている。これまで渡島半島お

よび礼文島からは，アメマスの雌の河川残留個体や砂

防堰堤の上流域の個体群が陸封された例が報告されて

いる(山本ほか， 1996; MORIT A et al.. 2000 ;下回

ほか， 2002)。しかし，本調査では，砂防・治山堰堤

によって隔離された流程の調査地点において本種が採

捕されないかごく少数しか採捕されず，生息密度が非

常に低いものと考えられた。三石川水系にも複数の河

川工作物が設置されており，このうち砂防堰堤および

取水工には，いずれも魚道が付設されているが， 1962 

年に砂防事業により中流部に設置されたダム工につい

ては，堰堤の落差が大きいうえ魚道に十分な水量が確

保されていないことから，魚類の遡上は困難であると

思われる。同ダム工より下流側の調査地点 (K5) に

おいてアメマスが20個体採捕されたのに対して，上流

側の調査地点 (KI-4)においては，まったく採捕さ

れないかごく少数しか採捕されなかった。このことか

ら，日高地方のアメマスの分布河川において河川工作

物が設置された場合，海から遡上する親魚の産卵場へ

の到達が困難あるいは不可能となるため，河川工作物

より上流側では，生息密度の著しい低下あるいは個体

群の消滅が引き起こされている可能性が考えられた。

なお，北海道に分布するサクラマスは，雄の一部を除

いて大部分の個体が降海する(久保， 1980;真山，

1992)。そのため，本種もアメマス同様に河川工作物

による遡上阻害の影響を受けるものと考えられる(中

野ほか， 1995)。しかし，刑別川上流部(11)は，河

川工作物の上流側の調査地点であるが，本種が採捕さ

れた。同調査地点の下流側には， 1975年に砂防事業に

よってダム工が設置されているため，海からの親魚の

遡上が不可能であり，ここで採捕された個体が自然繁

殖に由来するものとは考えにくい。日高地方では，こ

れまでに複数の河川においてサクラマスの放流事業が

行われている(林ほか， 1979;河村， 1982;北海道さ

け・ますふ化放流事業百年史編さん委員会， 1988)。

また，現地調査時の聞き取りによれば，刑別川を含む

複数の河川において個人的江放流が行なわれていると

のことであった。したがって，他水系において採捕さ

れたサクラマスについても放流に由来する可能性があ

り，河川工作物の有無に関係なく生息しているものと

考えられる。

ハゼ科およびカジカ科魚類もまた，河川工作物に

よる遡上阻害の影響を受けると考えられている(下回

ほか. 1993)。河川工作物の設置は，上流域における

通し回遊性のハゼ科およびカジカ科魚類の種数や個体

数の減少，あるいは流程分布域の縮小を引き起こすこ

とが報告されている(下回ほか. 1993;清水ほか，

1994 ;松宮ほか， 2001)。また，モクズガニを含む通

し回遊性エビ・カニ類は，河川工作物に対する遡上能

力は比較的高いが，降河時に堰堤から落下して損傷を

受ける例や堰堤上流部に停滞して海域への到達率が低

下するといった降河阻害が懸念されている(浜野ほか，

1995 ; BENSTEAD et al.. 1999 ;小林， 2000)。これら

通し回遊性の動物と異なり，純淡水魚であるフクドジョ

ウは，積極的な移動回遊を行なわないとされ，河川工

作物が連続する河川においても生息が確認されている

(酒井， 1994;岸ほか. 2002)。ただし，陸封性淡水魚

であっても，水系内を移動回遊するエゾウグイなどの

種の流程分布は，通し回遊魚と同様に河川工作物の影

響を受ける可能性がある(中野ほか. 1995)。

一方，貯水型ダムは砂防堰堤や取水堰堤と異なり，

上流側に比較的大規模な湛水域を形成する。新冠川水

系の奥新冠ダムおよび新冠ダムの流入河川の調査地点

(Fl. 5)においてはアメマスが多数採捕され，ダム湖

を海洋の代用とする個体群が存在する可能性が考えら

れた。ただし，鵡川水系，三石川水系および静内川水

系は，本来，アメマスあるいはサクラマスの分布域と

考えられるが，これらの水系に設置された双珠別ダム，

三石ダムおよび春別ダムの各流入河川の調査地点では，

この 2種は確認されていない。ダム湖の水表面積，水

位，水質およびそれらの人為的変動といった環境条件

は，ダムによって大きく異なるが，これらとサケ科魚

類の降湖型個体の出現あるいは流入河川における個体

群存続との関連は不明であり，今後の検討課題として

残った。

本調査と，中村・竹内 (1973)，林ほか(1979)

および河村(1982)が行った襟裳岬周辺河川および沙

流川水系における調査と合わせ，日高地方の大部分の

水系の河川魚類相が明らかとなった。また，河川工作

物の設置が通し回遊魚の流程分布や生活史に影響して

いる可能性が示された。通し回遊性の魚種の割合が特

に大きい北海道では，河川工作物によって回遊経路が

遮断された場合，魚類相の著しい変化を招く可能性が

ある。今後は，河川工作物の構造，魚道の有無あるい
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は魚類の通過の可否を検討するとともに，通し回遊魚

の流程分布および種組成をより詳細に解析する必要が

ある。
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Summary 

Riverine fish fauna in the Hidaka regi'On， s'Outhem H'Okkaid'O， Japan， was investigated during August 2001. 

Twenty-由民efish taxa in nine families and tw'O decapod species in tw'O ditferent families were c'Ollected企'Om 62 stati'Ons 

in 16 drainage systems using a cast net， hand net and electr'Ofishing. C'Ombined wi白 thefish species previ'Ously rep'Orted 

by 'Other researchers， a t'O鈎1'Of 32 native species in 12 families are reported including seven合'eshwaterresident， 19 

diadr'Om'Ous， and three estuarine species as well as tw'O species f'Or which life hist'Ory pa枕釘nsc'Ould n'Ot be ascertained. Of 

the 32 species， we f'Ound 'Only tw'O indigen'Ous freshwater resident fish.百lefish assemblages in the Hidaka regi'On were 

c'Omp'Osed primarily 'Of diadr'Om'Ous species in c'On回 stt'O much fewer freshwater resident species， which is a c'Omm'On 

characteristic in areas with higher latitude such as H'Okkaid'O. Because b'Oth c'Old-water species 'Originating合'Om the 

drainages 'Of白eRussian Far East 'Or N'Orth Pacific Regi'On and warm-water species f'Or which the Hidaka regi'On is the 

n'Orthem limit 'Of their dis凶buti'Onare rep'Orted in白issωdy，白isregi'On might be 'One 'Of the仕組siti'Onalareas 'Of riverine 

fish fauna in the Far East. We als'O discuss白紙 numer'Ousweirs and dams c'Onstructed in this regi'On have prevented fish 

migrati'On and adversely atfected their life hist'Ory. 

Key w'Ords : the Hi伽karegi'On， H'Okkaid'O， river， fish fauna， diadr'Om'Ous fish， weirs and dams 



Appendix. Mean body size (mm) of fishes and decapods captured in each station 
付表.各調査地点で採捕された魚類およびエビ・カニ類の平均体サイズ (mm)

Species Sampling station Mu Hidakamonbetsu Hae Kenomai 

code Species or taxon 種・分類群 A1 A2 A3 A4 A5 A6 B1 B2 B3 C1 C2 C3 C4 D1 D2 D3 

1 Lethenteron japonicum カワヤツメ 130.0 134.5 nd 203.0 nd 

2 L. reissneri (northern form)スナヤツメ(北方型) 94.0 

3 L. sp. ヤツメウナギ類 nd 130.3 

4 Anguilla japonica ウナギ 560.0 290.0 

5 砂'Pomesusnipponensis ワカサギ

6 Salvelinus malma malma' 1 オショロコマ事 1

7 S. leucomaenis leucoma，聞が 17メマス・ 1 130.4 173.0 187.0 nd 

8 Salmo trutta・1 ブラウントラウ卜川

9 Oncorhynchus mykiss' 1 ニジマス .1
品.J..

10 0. masou masou' 1 サクラマス '1 90.0 
亡碕泊でt 

11 Tribolodon sp ウグイ類 57.8 75.4 70.5 72.4 93.3 68.8 91.4 nd 93.2 nd 124.7 回

12 Carassius sp. フナ類 68.0 Bb荏E十i 

13 Mi，伊 rnusanguillicaudatus ドジョウ 70.0 88.3 100.。 76.5 100.4 nd δ 
14 Noemachei/us barbatulus toni フクドジョウ 109.5 49.9 89.0 87.5 88.8 103.5 nd 87.1 50.0 nd 95.2 nd 52.4 三I

15 Gasterosteus aculeatus イトヨ 26.0 
話量話申童16 Pungitius pungitius イバラトミヨ nd 

17 Rhinogobius sp. OR 卜ウヨシノボリ
刊E18 Tridentiger brevispinis ヌマチチプ 69.8 55.2 nd 58.6 
占“

19 Gymnogobiωurotaema ウキゴリ 94.5 79.9 nd 90.7 
) 

20 G. sp. 1 シマウキゴリ 81.4 nd 78.0 

21 G. sp， 2 スミウキゴリ 76.0 

22 iuvenile of G. sp. ウキゴリ類幼魚 45.0 

23 Acanthogobius lactipes アシシロハゼ

24 Cottus nozawae ハナカジカ nd nd nd 

25仁amblystomopsis エゾハナカジカ 117.5 117.5 nd 

26 Palaemon paucidens スジエビ 39.5 35.7 40.4 

27 Eriocheir japonica' 2 モクズガニ叫

本 1，folk length尾文長*2， carapace width最大甲幅 others，total length他は全長 nd， no data計測せず

hu--• 



Appendix. Extended "a -
付表.続き

Sampling 
Atsubetsu Nikappu Shizunai Rokumappu Monbetsu station 

Species 
E1 E2 E3 E4 F1 F2 F3 F4 F5 G1 G2 G3 G4 G5 G6 H1 I1 12 13 code 

154.0 193.3 165.4 
2 109.0 

3 101.0 88.0 58.0 105.0 nd 

4 nd 

5 107.9 

6 140.3 

7 111.1 nd 277.0 89.0 

i 
8 

9 nd 400.0 nd 

10 30.0 nd 92.4 98.0 nd 

11 97.2 72.3 nd 79.0 115.0 nd nd 

言語D~ 12 106.0 

13 69.7 

14 133.0 124.6 nd 76.7 nd 83.3 nd nd 
苦0C白昨D 勝3 15 45.5 

16 52.0 

17 瀦

18 74.4 65.5 41.0 nd <Jjo 

19 95.1 82.6 74.3 84.2 nd 

20 85.6 75.2 nd 

21 69.0 75.7 67.9 nd 

22 

23 86.3 80.5 

24 122.0 94.5 nd nd 

25 66.0 57.5 

26 42.4 35.8 32.0 nd nd 

27 



Appendix. Extended 
付表.続き

Sampling 
station 

Species 
code 

Motoura Kerimai Mitsuishi Bushi 

M8 M7 M6 恥15M4 乱13M2 M1 L4 L3 L2 L1 K6 K5 K4 K3 K2 K1 J3 J2 J1 

86.1 158.1 

持
論
隣
国
劇
比
国
u
q
s
羽
コ
一
通
油
首
(
冊
小
)

115.5 150.0 

217.0 186.5 225.0 133.5 166.8 170.8 

114.0 

126.0 

113.4 

95.0 nd 

nd 

nd 

nd 

60.5 92.6 104.5 105.5 84.0 96.4 147.9 118.5 nd nd 

34.0 54.0 46.4 

108.4 

83.6 

nd 

128.0 111.9 25.0 86.9 90.0 123.0 

109.9 

nd 

0
1
2
3
4
F
b
t
u
7
0
0
n
E
n
u
l
η
A
Q
U
A
-
F
b
 

l

。G
Q
U
A
-
F
b
E
U

円

l
o
o
n
u
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

り白。白の
A
q
o

。。。白

90.3 

167.1 

127.0 

90.6 

125.5 

61.9 -120.1 

62.8 

102.5 

90.。88.9 

89.6 

78.0 

nd 

nd 

nd 

nd 

nd 

... 
叶

35.9 38.8 32.0 nd nd 26 

27 



Appendix. Extended 蜘... ‘ 
付表.続き

Sampling 
Efue Mukobetsu Hidakahorobetsu 

station 

Species 
Nl N2 N3 01 02 03 Pl P2 P3 P4 P5 

code 

1 

2 

3 110.0 125.8 

4 259.0 

5 

6 主」司

7 136.6 192.0 102.0 

8 

9 

10 89.0 114.7 95.2 101.8 114.8 

11 101.2 67.8 95.8 76.2 37.5 73.1 

量消謝E住12 

13 114.0 

14 99.9 104.4 103.5 68.2 166.1 101.8 

減白g勝15 

16 

17 当事

18 89.0 97.8 72.6 
4ト1u

19 125.0 91.3 92.2 96.1 79.1 79.8 

20 90.1 92.0 95.2 82.0 86.6 80.0 

21 

22 

23 71.3 

24 154.0 135.0 107.3 109.5 90.3 

25 111.0 105.0 

26 41.0 43.4 52.4 40.7 42.5 37.0 37.6 

27 83.0 


